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講演題目 
衛生薬学・レギュラトリーサイエンス領域における化学物質のスペシャリスト育成に向けた 

多面的・融合的教育研究の推進 

研究の目的、成果及び今後の展望 
医薬品、食品・食品成分、サプリメント、化粧品、食品添加物、農薬、工業化学物質など、人々は

さまざまな化学物質に囲まれて生活しており、豊かで健康な生活にはこれらの化学物質は欠くことが

できない。一方で、水俣病などの公害やサリドマイドやスモン等の薬害、危険ドラッグや医薬品のオ

ーバードーズなど、医薬品をはじめとする化学物質による健康被害が社会的問題となることも多い。

このように、すべての化学物質は有効性・有用性と有害作用の二面性を有しており、これらを正しく

理解することが化学物質の適正使用には必要である。本学薬学部では、有機化学、生化学、分析化学、

機能形態生理学、薬理学、疾患学、薬物治療学、医薬品安全性学、製剤学、公衆衛生学などの教育を

通して、医薬品を多面的に理解し、薬のスペシャリストである創薬研究者や薬剤師として活躍する人

材育成に向けた教育研究活動を行っている。これらの背景から本課題では、化学物質の有効性・有用

性とリスクを理解し、その開発、使用、規制、管理などの産官学の多様な分野で活躍できる「化学物

質のスペシャリスト」の育成を目指す教育・研究の推進を目指した。 

衛生薬学・レギュラトリーサイエンス領域においては、他の領域の教員と連携しながら、医薬品や

化学物質による肝毒性や心毒性、神経毒性、発がん性、胎児・新生児への有害影響などについて、イ

ンビボおよびインビトロ試験やインシリコ解析による有害性発現機序の解明、毒性予測手法の開発な

どの研究を推進した。特に、医薬品や農薬等の開発における法令と開発の現状を踏まえた上での安全

性評価手法の開発研究を推進した。また、静岡県内でも環境水汚染などが社会問題となっている有機

フッ素化合物に関する教育研究も実施した。これらの成果は、化学物質に関する科学的知見や健康リ

スクに関する知識の欠如が原因で生じる種々の問題を解決できる人材の育成への貢献が期待される。 

 


